
「指導と評価の一体化」のための学習評価（中学校保健体育科のポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

(1) 次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、球技の特性（や成り立ち）、技術の名称や行い方、（そ

の運動に関連して高まる体力）（など）を理解するとともに、基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを

展開することができるようにする。 

ア ゴール型では、ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前での攻防をすることができるよう 

にする。 

(2) 攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間 

の考えたことを他者に伝えることができるようにする。 

(3) （球技に積極的に取り組むとともに）、（フェアなプレイを守ろうとすること）、（作戦などについての話 

合いに参加しようとすること）、（一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること）、仲間の学習

を援助しようとすること（など）や、健康・安全に気を配ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

２ 「単元の評価規準」の作成及び指導と評価の計画の作成 
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単元名 
 球技：ゴール型（サッカー） 
第１学年 

内容のまとまり    
第１学年及び第２学年 「E 球技」 

本事例では、単元の目標は学習指導要領「２ 内容」を踏まえ、第１学年及び第２学年の目標を全て記述した

上で、「表１ Ａ中学校における年間指導計画の例」の球技①～⑤の５回の単元設定の中から、①のサッカーに

おける単元の目標を明示するため、他の単元で指導し評価する部分については、（ ）で示しています。 

単元の目標の語尾は「～する

ことができるようにする」 

手順１ 内容の取扱いを踏まえ、

年間指導計画に各単元を位置付け

る。 

手順２ ２年間を通して、指導事項

をバランスよく配置する。 

表１ A 中学校では、第１学

年で①ゴール型、②ネット型、

第２学年で③ネット型、④ベー

スボール型、⑤ゴール型を取り

上げています。 

学習指導要領の例示で示さ

れた２年間の指導事項につい

て、表１に示した①～⑤の指導

機会における実施時期や配当

時間等を踏まえ、指導事項を意

図的、計画的に配置することと

しています。 

生徒の実態、単元の特

性を鑑みて、単元を超え

て、複数回の指導機会を

設定しています。また、

運動の特性などその単

元でしか指導できない

ものもあります。教科部

会等で担当教員の共通

理解が必要です。教科の

カリ・マネを推進しま

す。 

指導事項 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  
 

手順５ 当該単元にお

ける具体的な指導内容

の明確化を図る。 

手順３ 学習指導要領解説の例示等を基に、内容のまとまりにおける全ての「単元の評価規準」を設定する。 

手順４ 当該単元におけ

る「単元の評価規準」を

設定する。 

 知識と技能を分

けて記載します。 

第１学年のゴール型

（図１①）に配置され

た指導事項に対応した

単元の評価基準（手順

３の表２内の□）を設

定します。 

 

単元の目標の実現

には、具体的な指導

を充実した上で「単

元の評価規準」によ

り評価を行うことが

重要です。学習指導

要領解説の記載等か

ら、生徒の学習状況

を実現するための具

体的な指導内容を明

確にします。 

評価規準（□部分）が対応しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順６ 指導と評価の計画（１０時間）を作成する。 

＜作成のポイント＞ 

・指導場面と指導機会の関連を図ること 

・指導したことを評価すること 

・「努力を要する」状況と判断される生徒への指導の充実すること 

 

図３の事例では 

１時間目     ・小学校での学びの状況を確認するため、診断的な評価機会の設定をしています。 

２時間目～９時間目・指導事項をバランスよく配置し形成的評価機会を設定しています。 

１０時間目     ・観点別学習状況の評価の総括的な評価を位置付けています。 

 

２・３時間目に指導したボール操作の技能については、５時間目に「技②」の評価規準に基づき評価しま

す。その際、「努力を要する」状況（C）と判断される生徒がいた場合は、個別の指導を行うなどの手立てを

行い、単元の進行とともにその変化を１０時間目に最終確認することにしています。 

また、図３の矢印で示すように、シュートであれば、２時間目に技術的なポイント（知識）の学習機会を

設け、２時間目に練習時間を設定した上で３時間目に「技①」の評価を行います。さらに発見した課題につ

いて７時間目にシュートをテーマにした課題解決の場面を設け、知識や技能を活用して「思考力・判断力・

表現力等」の学習や評価につなげることができるように指導内容の関連を図る工夫をしています。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 観点別学習状況の評価の進め方（本事例における教師の評価補助簿の例） 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 観点別学習状況の評価の総括及び評定への総括の例 

＜参考＞５段階で評価し、評定への総括に備える例 

※A゜を５、A を４、B を３、C を２、C▵を１と設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本的な考え方＞ 

・生徒一人一人の楽手状況を明らかにし、学習改善につなげる。 

・教師の指導の成果や課題を明らかにする。 

・指導場面に対して評価機会を検討し設定する。 

あらかじめ、

学校で基準を

設定しておき

ます。 

※３ 

「思考・判断・

表現」の「思②」

について、生徒

ハは、６時間で

はＢの評価で

あったが、１０

時間目の総括

的な評価で「十

分満足できる」

状況が認めら

れたことから

Ａに変更した。 

※２ 

「知識・技能」

の「知②」につ

いて、生徒ハは、

５時間ではＣの

評価であった

が、知識と技能

を関連させて指

導を行い１０時

間目の総括的な

評価で「おおむ

ね満足できる」

状況が認められ

たことからＢに

変更した。 

※４ 

「知識・技能」の「技②」について、生徒二は、５

時間ではＣの評価であったが、課題解決の学習に取

り組み７時間目の簡易ゲームで「おおむね満足でき

る」状況が認められたことからＢに変更した。 

 

※１ 

「主体的に学習に取り組む態度」の「態②」につい

て、生徒ロは、２時間ではＡであったが、用具の扱

い方や練習場所の安全な位置取りなどの安全への留

意が継続して「十分満足できる」状況と認められな

かったことから。７時間目にＢに変更した。 

参考：国立教育政策研究所「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 


